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主な学習活動と子どもの姿 留　意　点

１　友だちの発表を聴く

　　○友だちの工夫や，読み手がもう少し知りたいことに気付く

２　自分の作品に向かう　○計画に沿って個人で進める

３「作品の声」を考える　○筆者の表したいことについて考える

・書き方の工夫を取り上げる

・学習ペアに相談してもよい

・書き手の悩みをとり上げる

１　単元名　　私の見え方・ぼくの見方

２　単元について

　５年生は言葉を介して自分とは離れた世界を想像し，書かれた言葉からその場面に秘められた意味を

考えるようになる。また，作品全体から作者の意図を感じる読み方ができるようになってくる。これは

中学まで続く変化の始まりであり，この変化は，すぐに全員に起きるわけではない。しかし，交流をと

おして刺激された子どもたちの見え方は，次の読みにつながり，少しずつ個々の認識をひらいていく。

この変化を，知的な喜びとして実感できるような単元（学びの在り方）を構想したいと考えた。

　11 歳を迎えた子どもたちは，自分の経験や解釈を綴った作品を，プライベートなものとしてしまっ

ておくようになってきている。反面，自分がよくできたと感じた作品は，みんなの前で発表して努力や

成長を認めて欲しいという想いをもっている。

　そこで，海外で実践されているライティング・ワークショップ（以下 W.W.）を参考に，他者の発表（こ

とば）に意識を向ける場と，その経験を活かして自分の作品（ことば）に向かう場を繰り返し経験して

いく学びの在り方を構想した。その中核にあるのは，子ども自身の「やってみたい」「聴いて欲しい」

という主体性，他者のことばの選び方への意識，そして個人内のめあての更新である。子どもたちは

W.W. を繰り返すなかで，その時期に合わせた表現形式を段階的に経験してきた。２学期後半からは，

各自が表現形式を選んで作品作りに取り組んでいる。

　毎時間の授業では，前半に書き手の表現の工夫を意識したり，

そこから書き手の思いを引き出したりする対話の場面，後半に

は，聴いたことを生かしながら自分の作品に向かう場面を設け

ている。作品を仕上げていく過程は個別指導を中心にするが，

表現形式やテーマによって，数人が集まって自然な学びあいが

生まれている。

　今回共通経験として取り上げる表現形式は「エッセイ」であ

る。作品のテーマは，「体験から学ぶって (仮）」とする。幅の

広いテーマとすることで，みんながもっている経験を違った視

点から表現しやすくするねらいがある。自分なりに構成・工夫

して表現したテーマについて，少し違った視点から語ろうとす

る仲間の声を聴き，考える場面を重ねることで，子どもたちの

世界の見え方を広げていきたい。

３　学習指導計画（週２時間の帯単元 １０時間目／全１４時間）※図の①～⑤をテーマや表現形式を変えて繰り返す

　（１）友だちの作文のよさを味わう。　　　　エッセイ「道」「私の枕草子」 ・・・２時間   

　（２）友だちの作品から作文の技を見つける。エッセイ「今年の一字」 ・・・３時間

　（３）エッセイ「私の意味ある経験とは（仮）」に取り組む  ・・・２時間  

　（４）他者の発表を聴き，作品完成に向けた個人学習に取り組む (本時２／７時間 ) ・・・７時間

４　本時の学習について

（１）本時のねらい

　友だちの作品から取り入れたいところや付け足したいところを見つけ，自分の作品に向かう

（２）予想される本時の展開

第５学年「国語」学習指導案 授業者　岡田　博元

２月２０日（木）　４階Ａ室　９：００～９：４０

単元

目標

○自分の興味の中心をことばに表すことで，経験した表現形式の特徴を意識する。

○友だちの作品から表し方に目を向け，それを感じさせる言葉に着目する。




